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研究成果の概要（和文）：日本と大韓帝国・朝鮮の近代洋楽受容史に貢献した音楽家フランツ・エッケルト
（1852-1916）の全体像を目指し、従来の研究をまとめた上に多くの新しい歴史資料を見つけ、生誕100年記念に
展覧会で紹介し、その成果を報告書（印刷物）にまとめた。その中で新しい研究成果として特記すべきことは、
（１）エッケルトが来日する以前の経歴について多くの誤認を訂正し、新たなドキュメントを多く発掘したこ
と、（２）エッケルトが日本で合唱団の指揮者として活躍していた事実を発見したこと、（３）エッケルト家の
東京での私生活と（４）帰国後来韓前のドイツでの活動についての新たな事実を多く明らかにしたことなどであ
る。

研究成果の概要（英文）： In this research we tried to give a comprehensive overall view of the 
musician Franz Eckert (1852-1916), who is known for his contributions to the modern history of 
Western music in Japan and Korea. A great number of errors in previous research about Eckert were 
rectified, and a lot of new historical documents were found and used for this research.  The results
 were presented in an exhibition on the occasion of his 100th birthday and a printed research 
report. The most remarkable new findings belong to the following four topics. (1) About the life of 
Eckert before he arrived in Japan, a number of misconceptions were disproved and new historical 
material found; (2) Eckert's formerly unknown activity as a choirmaster was discovered and 
described; (3) many new facts about Eckert's private life at Tokyo and (4) his activities between 
his stays at Tokyo and Seoul were found.

研究分野：音楽学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近代アジアの音楽史において西洋音楽受容史が中心的な役割を果たし、またその初期段階においてはフランツ・
エッケルトが重要な人物である。彼の人生について明らかになっていなかった大きな部分が明らかになり、また
先行研究の誤った見解を多く訂正できたのは重要な学術的成果だろう。エッケルトはこれからも欧米（特にドイ
ツ）とアジア（特に日本と韓国・北朝鮮）の交流で注目されると思われる人物なので、この研究は国際交流にお
いても重要な役割を果たすだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
従来より、アジアの近代化における「お雇い外国人」の役割が注目され、これまでに、分野を
超える学際的な規模1でも、各分野に集中した概観2としても、また特定の人物にフォーカスを
当てる伝記的なアプローチ3によっても、おおくの研究実績が存在していた。その中にあって、
フランツ・エッケルトは多少言及されているものの、そのほとんどが別件の研究の副次的研究
成果を集めたものとしてであって、エッケルト自身を対象として体系的に行われた調査に基づ
いた研究によるものはほとんど存在しなかった。この問題を象徴的に示すものは野村光一著『お
雇い外国人―音楽』である。この著作にはエッケルトについて 19 ページに渡って書かれてい
るが、そのほとんどが東京音楽学校での活躍についてである。これはエッケルトが 35 年お雇
い外国人として活躍した期間の中で一割も占めない僅か３年間のことである。35 年間アジアで
活躍したという、他の分野でも珍しい、音楽では戦前ほかに例を見ないエッケルトの事例がそ
れほどの注目を浴びなかったことの理由は様々挙げられる。学際的な研究においては主に政治、
学問、経済が注目され、音楽はマイナーな分野として扱われてきたこと。音楽研究においてエ
ッケルトが一番貢献した軍隊の音楽が比較的閑却されていること。エッケルトの生涯の特徴で
ある日韓にまたがった活躍が洋楽受容史において今まで注目を集めてこなかったこと。エッケ
ルトが（楽譜資料が豊富に残されているものの）文章として残した資料が少なく、歴史研究の
方法では掴みにくいこと等である。結果的に、エッケルトのイメージが他のお雇い外国人より
も薄くなっているのが現状であった。これは、エッケルトが日本の国歌の旋律を選定し、今日
なお演奏されている編曲を施したこと、また大韓帝国の国歌（『大韓帝国愛国歌』）の創作に
関わったことなどの業績を考えれば、残念なことである。 
総括的で体系的な調査に基づいた纏まった唯一の研究として挙げられるのは中村理平著『洋楽
導入者の軌跡』(1993)におけるエッケルトに関わる部分（235〜363 頁）である。この研究は、
音楽そのものにはほとんど触れていないという弱点を除けば、優れた労作ではあるが、刊行以
来 20 年が経過し、当時存在しなかったデータベースの調査の可能性、電子化による史料のアク
セサビリティの向上、そして以下にも述べる様な新しい研究成果と研究活動の蓄積を考えれば、
エッケルト研究を新たな段階に引き上げる時期が来たと思われる。 
中村理平のエッケルト研究が出版されて以来現れた基礎研究として挙げられるのは、特に以下
の様なものである。 
日本に関しては、本研究の分担者となる予定でもある塚原康子を中心として行われた、エッケ
ルトには間接的に触れている程度であるが、様々な重要な事実を明らかにした宮内省や軍楽隊
関係の日記研究（『ブラスバンドの社会史』2001 年、『明治国家と雅楽』2009 年、「海軍軍
楽長・吉本光蔵日記の研究」進行中の科研費補助金プロジェクト）と同じくいくつか重要な資
料を掘り出した中村洪介の遺作『近代日本洋楽史序説』2003 年等があり、またヘルマン・ゴチ
ェフスキの「保育唱歌と 「君が代」のメロディー」(2003 年)でもエッケルトの役割が触れら
れている。そして特に韓国に関しては研究の大きな進展が見られる。イ・ジョンヒによる一次
資料に基づいた研究「大韓帝国期軍楽隊考察」(2008 年)とチェ・チャンオンによる、一次資料
の厳密な再確認に基づいて、エッケルトの業績にも精細に触れている総括的な「韓国近代音楽
史」(2009 年から雑誌に連載、未完)等の成果によって、今まで多くの矛盾疑問点を抱えていた
歴史記述が訂正され、しっかりしたベースに基礎付けられるようになった。 
くわえて、本研究に関わった閔庚燦が軍楽隊と歌曲の関係について、藤井浩基が京城日報の記
事に見られるエッケルトの活躍について、ヘルマン・ゴチェフスキと李京粉が『大韓帝国愛国
歌』の音楽的背景について、それぞれ以前に知られなかった史料に基づいて研究を進めてきて
いる。 
藤井もゴチェフスキもそれぞれ当時の情報の流れを問題にしている。つまり韓日の両方で活躍
し、「国歌」という国際的な事業に参加したエッケルトの業績についての情報あるいはその作
品自体が日本と韓国の間、またはそこから西洋の国々へどのように伝わっていたか、という問
題である。この問題を明らかにするには当時の雑誌や新聞記事をさらに研究する必要があり、
それを本研究企画の一つの課題とした。さらに音楽作品自体の分析もエッケルトの業績を評価
するために不可欠な作業として、本研究の中心的な目的となった。 
 
２．研究の目的 
(a)エッケルトの経歴について、彼が作曲・編曲した、またはその演奏に関わった曲目を体系的
に把握することである。この作業は今まで書かれた先行研究の整理から始まるが、同時代の雑
誌や新聞にはまだ先行研究で触れられていない演奏会プログラム等の様な情報が多く含まれて
いると考えられるので、こうした資料の体系的な検討と整理がこの研究プロジェクトの重要な

                                                   
1 例えば日本について『日独交流の架け橋を築いた人々』(ベルリン日独センター2005 年)、韓国につい
て Hans-Alexander Kneider: Globetrotter, Abenteurer, Goldgräber (München 2009)。 
2 例えば日本の音楽において野村光一著『お雇い外国人―音楽』(1971 年)、中村理平『洋楽導入者の軌
跡』(1993 年)、ドイツ語圏の音楽家に限っての研究として Irene Suchy の博士論文(墺国 1992 年)。韓
国についてはその様な研究はまだ存在しない。 
3 例えば音楽教育のL.W.メーソンにつてSondra Wieland Howe の博士論文(米国1988 年)、音楽のR. デ
ィットリヒにつて Hiroko Hirasawa [平沢博子]）の博士論文(墺国 1996 年)。 



課題であった。その結果を年譜としてまとめた。 
(b)作曲・編曲作品の中で楽譜として入手できる作品の音楽分析。 
(c)エッケルトが日本と韓国で、そして国境を越えて国際的にどういった人間的ネットワークの
中で活躍し、エッケルトの業績がどういう経路で世界に伝わったかを分析する。そこでは特に
㋐在日または在韓ドイツ人社会、エッケルトが近い関係を持ったことが知られているフランス
人社会、そしてより広く西洋人社会のネットワークとその国際的なコネクションと㋑エッケル
トが韓国に移ってから持ち続けた日本人との交際関係に注目したい。その中でエッケルトの私
生活にも注目する必要があるだろう。 
(d)エッケルトが活躍した様々な勤め先（日本で海軍軍楽隊・音楽取調掛・宮内省・陸軍戸山学
校等、韓国では宮廷所属の軍楽隊）での役割を比較研究し、それを日本と韓国の洋楽受容史の
中に位置づける。 
(e)本研究開始当初はエッケルトが「東京合唱協会」の指揮者とも活躍していたことが知られて
いなかったが、研究開始間もなくそれに関わる文献を発見し、その役割の解明も本研究の重要
な目的の一つとなった。 
(f)最終年度にはエッケルトの長女アマーリエの自伝にアクセスが初めて可能になったので、そ
の新しい情報によってそれまでの研究成果を補うことが最終年度の課題となった。 
この研究は日韓の研究者ネットワークの中で行われたため、双方の国で研究会等を開くことが、
日本から韓国に移ったという特徴を持つエッケルトの独特な生涯にふさわしいアプローチだと
思われた。この交流によって、この分野で大変必要な情報交換（今まで日本語でしか発表され
ていない研究成果が韓国の研究者に知られ、韓国語でしか発表されていない研究成果が日本の
研究者に知られる）も保証され、将来の研究者ネットワークにたいしても多大な影響が期待で
きる。したがって今まで「日本の洋楽受容史」と「韓国の洋楽受容史」としてほとんど交流な
く両立していた分野が「独日韓とその三国を超える文化交流のネットワーク」の大きな枠の中
に入れられ、「近代東アジアの音楽史」として見えてくるのである。 
この「近代東アジアの音楽史」を 1900 年前後にもっとも象徴的に表している人物はエッケル
トである。ついてはこの研究の成果を、エッケルトを中心とした記念行事（展覧会、シンポジ
ウム、演奏会）によって日韓の社会に大きく発信しようと考えている。 
 
３．研究の方法 
厳密な史料調査、テキスト分析と音楽分析による研究である。 
 
４．研究成果 
研究成果を印刷された報告書にまとめたので、ここにはその書誌情報と目次のみを示す。 
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http://fusehime.c.u-tokyo.ac.jp/gottschewski/eckert/en/index.html（英語） 
http://fusehime.c.u-tokyo.ac.jp/gottschewski/eckert/kr/index.html（韓国語） 
http://fusehime.c.u-tokyo.ac.jp/gottschewski/eckert/pl/index.html（ポーランド語） 
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